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○ 政治Ⅰ
公務員として職務遂行の為に必要な現代日本
の憲法や政治制度、海外の政治制度について
の知識を身につける。

１
通

45 3 ○ △ ○ ○

○ 経済Ⅰ
公務員として職務遂行の為に必要な経済の仕
組みや日本や海外の経済史についての基礎的
知識を身につける。

１
通

30 2 ○ △ ○ ○

○ 社会Ⅰ
公務員として職務遂行の為に必要な、最低限度
の社会の仕組みや、環境問題や国際関係につ
いての知識を身につける。

１
通

25 1 ○ △ ○ ○

〇 倫理Ⅰ
東洋及び西洋の主要な思想家とその思想内容
の特徴について学び、基礎的知識を習得する。

１
後

15 1 ○ △ ○ ○

○
公務員の職務
と倫理Ⅰ

公務員として職務遂行に必要な基礎的な教養と
して、東洋及び西洋の主要な思想家とその思想
内容の特徴について学び、基礎的知識を習得
する。

１
通

30 2 ○ △ ○ ○

○ 世界史Ⅰ

世界各国の古代から現代にいたる政治、経済、
文化の変遷についての基礎的知識を身につ
け、公務員の職務遂行に求められる世界各国の
歴史についての教養を深める。

１
後

18 1 ○ △ ○ ○

○ 日本史Ⅰ

日本の古代から現代にいたる政治、経済、文化
の変遷の基礎的知識を身につける。その上で公
務員の職務を遂行する際に必要な日本の歴史
についての理解を深める。

１
後

20 1 ○ △ ○ ○

○ 地理Ⅰ
日本や世界の環境や文化、地形の成り立ち等
を学び、地域的、社会的な構造を学ぶ。

１
通

39 2 ○ △ ○ ○

○ 生物Ⅰ

細胞の機能、各生物の特徴、体内のしくみなど
の基礎的知識を身につけなければならない。そ
の上で公務員の職務を遂行する際に必要な生
物についての知識を習得する。

１
前

18 1 ○ △ ○ ○

○ 地学Ⅰ

地球の内部構造・環境や太陽系の構成・宇宙の
構造などの基礎的知識を身につける。その上で
公務員の職務を遂行する際に必要な地学につ
いての知識を習得する。

１
後

15 1 ○ △ ○ ○
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○ 数的推理Ⅰ
「速さ」「仕事算」「場合の数」など数学の基礎的
分野の解法習得を目的とする。

１
通

55 3 ○ △ ○ ○

○ 判断推理Ⅰ

「位置・方位」「論理」「対応」「順序」等各分野の解
法習得を目的とする。具体的には基礎問題を解く
ための文章や表を正確に読み取る能力を養うもの
とする。

１
通

38 2 ○ △ ○ ○

○
空間把握・図
形Ⅰ

平面・空間図形の処理能力の基礎を身に付ける。
第8章までは平面・空間把握を主とし、第9章からは
平面・空間図形の計量処理を主とする。

１
通

38 2 ○ △ ○ ○

○ 文章理解Ⅰ
現代文・古文・漢文・英文の読解力を高めるため
の基礎的知識と問題の解法を習得する。

１
通

25 1 ○ △ ○ ○

○
公務員試験
演習Ⅰ

国家公務員及び地方公務員採用試験の模擬
問題の演習を元に、各科目の理解の促進を図
る。

１
通

102 3 △ ○ ○ ○

○ 職業研究Ⅰ

官庁訪問、公務員及び民間企業の職業研究やイ
ンターンシップ、現職公務員及び公務員経験者の
講話、模擬面接等を通じ、社会人に求められる資
質を高めることを目的とする。

１
通

51 1 △ ○ △ ○ △ ○ ○

○ 総合学習Ⅰ
学校行事、スポーツ実習、メディアリテラシー、を通
じ、社会人基礎力としての自己管理能力や判断
力、コミュニケーション能力、表現力を高める。

１
通

49 1 △ ○ △ ○ △ ○

○
ビジネスマ
ナー

ビジネススキルの向上を目的とする。コミュニケーション
の基本を身に着け、ビジネス実務マナー検定の対策も
行い、仕事の実践とビジネスツール（統計・データ読解・
メディアの活用等）についても学習する。

１
前

24 1 〇 ○ ○ ○

○
情報科学演
習Ⅰ（文書作
成）

ビジネスに活用できるＰＣ操作の修得を目的とす
る。Microsoft Wordを用いてビジネス文書作成
に関する基礎的な知識・技能を身に着ける。

１
前

25 1 △ ○ ○ ○

○
情報科学演
習Ⅰ（表計
算）

ビジネスに活用できるＰＣ操作の修得を目的とす
る。Microsoft EXCELを用いて表計算に関する
基礎的な知識・技能を身に着ける。

１
前

30 1 △ ○ ○ ○

〇
一般教養総
合ⅠＡ

国家公務員及び地方公務員採用試験に出題さ
れる一般教養科目を総合的に学習する。

１
通

54 1 △ 〇 〇 ○
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○
選
1

一般教養総
合ⅠＢ

国家公務員及び地方公務員採用試験に出題さ
れる一般教養科目を総合的に学習する。

１
後

230 4 ○ △ ○ ○

○
選
2

ビジネス実務
Ⅰ

PC操作技能や一般常識などビジネスに求められ
基礎的知識や実務能力の習得を目的とする。

１
後

114 4 ○ △ ○ ○

○
選
2

企業研究Ⅰ

就職活動に必要とされる知識や就職活動の進め
方について学び、各業界や企業研究を行い、履歴
書作成、模擬面接等の演習を行い、就職力を養
う。

１
後

116 3 △ 〇 ○ ○

１年次　単位時間

※　選１若しくは選2を選択

〇 政治Ⅱ
政治Ⅰで履修した内容を前提に、現代日本の
憲法や政治制度、海外の政治制度についての
知識を身につける。

２
前

15 1 ○ △ ○ ○

〇 経済Ⅱ
経済Ⅰで履修した内容を前提に、経済の仕組
みや日本や海外の経済史についての基礎的知
識を身につける。

２
前

15 1 ○ △ ○ ○

〇 社会Ⅱ
社会Ⅰで履修した内容を前提に、社会の仕組
みや、環境問題や国際関係についての知識を
身につける。

２
前

15 1 ○ △ ○ ○

〇 倫理Ⅱ
倫理Ⅰで履修した内容を前提に、東洋及び西
洋の主要な思想家とその思想内容の特徴につ
いて学び、基礎的知識を習得する。

２
前

16 1 ○ △ ○ ○

〇 時事問題
近年に起きた政治、経済、国際、社会一般にお
ける事象について説明し、それぞれの問題を考
察し、自身の考えをまとめる。

２
前

15 1 ○ △ ○ ○

〇 世界史Ⅱ

世界史Ⅰにおいて学んだ知識の定着を図り、公務
員の職務を遂行する際に必要な世界各国の政
治、経済、文化等の歴史についての教養を身に着
ける。

２
前

45 3 ○ △ ○ ○

〇 日本史Ⅱ

日本の古代から現代にいたる政治、経済、文化の
変遷の基礎的知識を身につける。その上で公務員
の職務を遂行する際に必要な日本の歴史につい
ての知識を身に着ける。

２
前

30 2 ○ △ ○ ○

〇 地理Ⅱ
日本や世界の環境や文化、地形の成り立ち等を学
び、地域的、社会的な構造を学ぶ。

２
前

30 2 ○ △ ○ ○

976合計　２２　科目 時間
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〇 生物Ⅱ

細胞の機能、各生物の特徴、体内のしくみなどの
基礎的知識を身につける。その上で公務員の職務
を遂行する際に必要な生物についての知識を身
に着ける。

２
前

15 1 △ ○ ○ ○

〇 地学Ⅱ

地球の環境や大気の構造・太陽系の構成や宇宙
の構造などの基礎的知識を身につける。その上で
公務員の職務を遂行する際に必要な地学につい
ての知識を習得する。

２
前

16 1 ○ △ ○ ○

〇 数的推理Ⅱ
「速さ」「仕事算」「場合の数」など数学に関する総
合問題演習を行う。

２
前

45 3 ○ △ ○ ○

〇 判断推理Ⅱ

「位置・方位」「論理」「対応」「順序」等各分野の解
法習得を目的とする。具体的には応用問題を解く
ための文章や表を正確に読み取る能力を養うもの
とする。

２
前

33 2 ○ △ ○ ○

〇
空間把握・図
形Ⅱ

空間把握能力や、平面図から数値を読み解く力な
どを養う。特に公務員試験に出題される問題を正
答できるレベルまで空間把握能力や数値を読み解
き計算できる力を向上させる

２
前

31 2 ○ △ ○ ○

〇 資料解釈Ⅱ

資料や表の読み取り、割合・構成比・増減率、など
の基礎的知識を身につける。その上で公務員の職
務を遂行する際に必要な資料読み取りについての
知識を身に着ける。

２
前

18 1 △ ○ ○ ○

〇 文章理解Ⅱ
現代文・古文・漢文・英文の読解力を高めるための
基礎的知識と問題の解法習得を目的とする。

２
前

21 1 ○ △ ○ ○

〇
公務員試験
演習Ⅱ

国家公務員及び地方公務員採用試験の模擬問題
の演習を元に、各科目の理解を図り実践力を身に
付ける。

２
前

184 4 △ ○ ○ ○

〇
一般教養総
合Ⅱ

国家公務員及び地方公務員採用試験に出題さ
れる一般教養科目を総合的に学習する。

２
前

130 4 △ 〇 ○ ○

〇 総合学習Ⅱ
学校行事、スポーツ実習を通じ、社会人基礎力
としての自己管理能力やコミュニケーション能力
を養う。

２
前

30 1 △ ○ ○ ○

〇
公務員の職
務と倫理Ⅱ

公務員に求められる資質やロールモデルの生き方
を学び、各自の「志」を立てさせていくことを目標と
する。

２
後

18 1 ○ △ ○ ○

〇
情報科学演習
Ⅱ （ プ レ ゼ ン
テーション）

Microsoft PowerPointを用いてプレゼンテーショ
ンのスライド作成の技能を身に着ける。

２
後

24 1 ○ △ ○ ○
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〇
ビジネスコミュ
ニケーション

ビジネス知識や社会人のマナーから、人材育成の
課題である問題発見力･提案力･発信力の基礎を
学習し実践力を身に着ける

２
後

20 1 ○ △ ○ ○

〇 卒業研究
就職先の職務内容や課題について考察し、また自
らの就職活動についてまとめ、パワーポイントのス
ライドを用いて発表を行う。

２
後

34 1 △ ○ △ ○ △ ○

〇 職業研究Ⅱ

官庁訪問や現職公務員及び公務員経験者の講
話、職種研究レポート作成（作文演習）、模擬面接
等を通じ、公務員に求められる資質をより高めるこ
とを目的とする。

２
後

48 1 ○ △ ○ 〇 ○ 〇

〇 企業研修
公的機関や民間企業の現場で実習や研修を通し
て各職務に必要な知識や実務を習得することを目
的とする。

２
後

102 3 ○ ○ △ 〇 ○

２年次　単位時間

※　（選３+選４）のいずれかを選択

２年間総単位時間

合計　２４　科目 848 時間

1,824 時間合計　４６　科目
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２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

卒業要件及び履修方法 授業期間等

【履修評価】
１．評価は原則として科目ごとにその前期・後期終了時で其々の評価をする。
２．評価は、平日の授業態度、確認テスト、出席率、ホームワーク状況、期末試
験等によって行い、原則として絶対評価とする。
【学業成績】
　学業成績の判定は優、良、可、不可の４種をもってこれを表し、優，良，可評価
をもって履修とする。
優：科目に対する理解及び日常の授業態度及び出席状況が著しく優秀な者
良：科目に対する理解及び日常の授業態度及び出席状況が良好な者
可：科目に対する理解及び日常の授業態度及び出席状況がやや劣る者
不可：科目に対する理解及び日常の授業態度が著しく劣る者
【卒　　業】
　本校に在学し、全ての科目において「可」以上の成績を修め、各学科設定の
基準検定等を取得し、かつ総授業時間数の９０％以上の履修を得た者に、卒業
証書を授与する

１学年の学期区分 ２期

１学期の授業期間 ２６週

（留意事項）
１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。
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